
天 使 大 学 
看護栄養学部 

選択試験科目 

数学「数学Ⅰ・数学Ａ」

国語「国語」

２時限目 11：15 ～ 12：15

 

 

答 案 作 成 上 の 注 意 

１．「数学Ⅰ・数学Ａ」「国語」２科目の問題冊子と解答用紙です。

２．「数学Ⅰ・数学Ａ」の問題冊子は左開き１～６ページ，解答用紙は１枚，
計算用紙は１枚です。

「国語」の問題冊子は右開き１～14ページ，解答用紙は１枚です。

３．解答開始の合図の後に，解答用紙に受験番号，氏名を記入してください。

４．解答はすべて解答用紙に記入してください。

５．上記２科目の中からいずれか１科目を選択し，解答してください。
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数 学

解答にあたっての注意 

１ 問題１から問題４の解答は，原則として，下記の選択肢から番号を選ぶ形式

になっています。番号を選び解答欄にその番号を記入してください。なお，

○（丸）は書く必要はありません。

２ 解答が x＝21 のときは，問題の解答部分は x＝ (a)  (b)  となっています。

(a) の解答欄には選択肢から②を選び 2 と記入し，(b) の解答欄には選択

肢から①を選び 1 と記入してください。 

３ 解答が x＝－21 のときは，問題の解答部分は x＝ (a)  (b)  (c)  となってい

ます。(a) の解答欄には選択肢から⑩を選び 10 と記入し，(b) の解答欄に

は選択肢から②を選び 2 と記入し，(c) の解答欄には選択肢から①を選び

 1 と記入してください。 

４ 解答が x－y のときは，問題の解答部分は (a)  x＋ (b)  (c)  y となってい

ます。(a) の解答欄には選択肢から①を選び 1 と記入し，(b) の解答欄に

は選択肢から⑩を選び 10 と記入し，(c) の解答欄には選択肢から①を選

び 1 と記入してください。 

５ 解答が －2x＋57y のときは，問題の解答部分は (a)  (b)  x＋ (c)  (d)  y と

なっています。(a) の解答欄には選択肢から⑩を選び 10 と記入し，(b) の
解答欄には選択肢から②を選び 2 と記入し，(c) の解答欄には選択肢から

⑤を選び 5 と記入し，(d) の解答欄には選択肢から⑦を選び 7 と記入して

ください。 

６ 解答が分数の場合は，それ以上約分できない分数で答えてください。 

７ 特別な指示がある場合は，それに従ってください。 

⓪ 0  ① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9

⑩ － (マイナス記号)

選択肢 
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数 学

問題１ 次の問いに答えなさい。 

問１ 次の式を因数分解すると， 

𝑥4 − 14𝑥2 + 25 
= (𝑥2 + (a)  𝑥 + (b)  (c) )(𝑥2 + (d)  (e)  𝑥 + (f)  (g) ) 

である。 

問２ 循環小数 1.88
・

1
・

 を分数で表すと， 

1.88
・

1
・

 

である。 

問３ 1 から 200 までの整数のうち，6 の倍数でも 9 の倍数でもない整数は， 

(n)  (o)  (p)  個ある。 

⓪ 0  ① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9

⑩ － (マイナス記号)

選択肢 

= (h)  (i)  (j)
(k)  (l)  (m)
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数 学

問４ 実数 x について，条件 p，q，r を次のように定める。

p： 𝑥 + 1 > 0
q： 3𝑥 − 6 < 0
r：|𝑥 − 1| ≧ 2 

次の (A)， (B)  に適するものを，以下の選択肢から選べ。 

⑴ p は    r であるための (A)  

⑵ r の否定を r̄  で表す。  

「 p  かつ q 」は r̄  であるための (B)  

問５ 次のデータは 8 人の生徒に 50 点満点のテストを実施した結果であり，

得点の平均値は 27 であった。ただし，a，b は 𝑎 > 𝑏 を満たす 0 以上の整

数とする。 

31，a，15，23，39，33，b，25  

⑴ 𝑎 + 𝑏 = (q)  (r)  であり，得点の中央値は (s)  通り考えられる。 

⑵ 低いほうから 4 番目までの得点の平均値が 21 のとき，8 人の得点の分

散は (t)  (u)  である。

ア 必要十分条件である。

イ 必要条件ではあるが十分条件ではない。

ウ 十分条件ではあるが必要条件ではない。

エ 必要条件でも十分条件でもない。

選択肢 

（点） 
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数 学

問題２ 2 次関数 𝑓(𝑥) = 𝑥2 + 2𝑥 + 4，𝑔(𝑥) = 𝑥2 − 2𝑥 − 1 に対し，関数 ℎ(𝑥) を
ℎ(𝑥) = 𝑘𝑓(𝑥) + 𝑔(𝑥) と定める。ただし，k は定数である。次の問いに答えな

さい。 

問１ 座標平面において，放物線 𝑦 = 𝑓(𝑥) の頂点の座標は，( (a)  (b)， (c) ) で

あり，放物線 𝑦 = 𝑔(𝑥) は放物線 𝑦 = 𝑓(𝑥) を x 軸方向に (d)，y 軸方向に

(e)  (f)  だけ平行移動したものである。 

問２ 𝑘 = 2 とする。−2 ≦ 𝑥 ≦ 1 における関数 ℎ(𝑥) の最大値は (g) (h)  であり， 

最小値は        である。 

問３ 不等式 ℎ(𝑥) > 0 の解がすべての実数であるとき，k の値の範囲は，

            である。 

また，不等式 ℎ(𝑥) < 0 の解がすべての実数であるとき，k の値の範囲は， 

𝑘 (B)  (n)  (o)  である。 

(A)， (B)  に適する不等号を，以下の選択肢から選べ。 

⓪ 0  ① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9

⑩ － (マイナス記号)

選択肢 

𝑘 (A) (l)
 (m)   

ア ＜ イ ≦ ウ ＞ エ ≧

選択肢 

(i)  (j)
(k)  
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数 学

問題３ 三角形 ABC は∠A が鈍角であり，AC = 5，BC = 6 を満たす。また，

三角形 ABC の外接円の半径は 5 である。中心が点 C，半径が AC の円を O
とする。円 O と直線 BA との交点のうち A と異なる点を D，辺 BC との交

点を E とする。次の問いに答えなさい。 

問１ ∠ABC = (a)  (b)  ° であり，                    である。 

問２ 三角形 ABC に着目すると，AB = (f)√(g) − (h)  であり，また，三角形

DBC に着目すると，AD = (i)  である。

問３ 四角形 AECD の面積は， である。

⓪ 0  ① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9

⑩ － (マイナス記号)

選択肢 

cos ∠BAC = (c)  (d)
(e)  

(j)  (k) + (l)  (m)√(n)
(o)  
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数 学

問題４ 箱の中に，１ ２ ３ ６ の 4 枚のカードが入っている。箱の中からカー

ドを 1 枚取り出し，数字を確認してから箱に戻す。この試行を 4 回続けて

行い，出た数字を順に a，b，c，d とし，点 O を原点とする座標平面上の 2

点 A，B を A（a，b），B（a＋c，b＋d）で定める。次の問いに答えなさい。

問１ 点 A が直線 𝑦 = 𝑥 上にある確率は である。 

また，点 A が直線 𝑦 = 2𝑥 上にある確率は である。 

問２ 点 A，B がともに直線 𝑦 = 𝑥 上にある確率は である。 

また，点 A，B がともに直線 𝑦 = 2𝑥 上にある確率は である。 

問３ 3 点 O，A，B が同一直線上にあるとき，考えられる直線は (k)  本あり，

3 点 O，A，B が同一直線上にある確率は          である。

⓪ 0  ① 1  ② 2  ③ 3  ④ 4  ⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7  ⑧ 8  ⑨ 9

⑩ － (マイナス記号)

選択肢 

(a)
 (b)   

(e)
 (f)  (g)   

(c)
 (d)   

(h)
 (i)  (j)   

(l)
 (m)  (n)  



－ 1 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 2 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 3 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 4 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。
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国 語

問
一

傍
線
部
ア
「
緻
」
、
イ
「
駄
」
、
ウ
「
箋
」
の
文
中
で
の
読
み
と
同
じ
読
み
の
傍
線
部
を
含
む
語
を
、（
例
）
に
な
ら
っ
て
、
次
の
①
～
⑧
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
例
）
「
世
界
」

①

背
中

②

月
夜

③

制
服

（
正
解
は
①
）

①

蛇
行

②

感
染

③

注
文

④

置
換

⑤

符
丁

⑥

限
界

⑦

耳
目

⑧

乱
雑

問
二

【

ａ

】
～
【

ｃ

】
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

【

ａ

】

①

人
格

②

所
在

③

成
立

④

利
潤

⑤

労
働

【

ｂ

】

①

考
究

②

大
義

③

懸
念

④

感
情

⑤

発
案

【

ｃ

】

①

得
手

②

殊
勝

③

得
心

④

執
心

⑤

慧
眼

問
三

傍
線
部
Ａ
「
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
『
手
書
き
の
擁
護
』
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ

選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
生
の
読
解
力
・
文
章
力
の
低
下
の
改
善
の
た
め
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
が
シ
リ
ア
ル
の
箱
を
使
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

②

ケ
ロ
ッ
グ
社
製
シ
リ
ア
ル
の
箱
に
自
身
の
思
い
を
書
き
留
め
て
は
じ
め
て
思
考
が
可
能
に
な
る
点
で
、
ケ
ロ
ッ
グ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
よ
り
優
れ
て
い
る
。

③

表
情
が
豊
か
で
温
か
い
手
書
き
の
文
字
を
書
く
こ
と
よ
り
も
、
パ
ソ
コ
ン
で
機
械
的
に
タ
イ
プ
を
す
る
こ
と
の
方
が
、
高
い
学
習
効
果
を
期
待
で
き
る
。

④

い
つ
で
も
す
ぐ
に
思
考
を
書
き
と
め
る
用
意
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
思
い
が
け
な
い
と
き
に
啓
示
の
よ
う
に
凝
結
し
た
物
事
の
本
質
を
保
存
で
き
る
。

⑤

手
書
き
の
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
曖
昧
に
記
憶
し
て
い
た
単
語
の
ス
ペ
ル
の
間
違
い
が
減
少
す
る
と
い
う
副
次
的
な
効
果
が
認
め
ら
れ
る
。

問
四

【

ⅰ

】
～
【

ⅲ

】
に
最
適
な
漢
字
を
次
の
①
～
⑨
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
一
番
号
の
反
復
使
用
不
可
）
。 

①

哀

②

奪

③

剝

④

産

⑤

接

⑥

騰

⑦

憂

⑧

幸

⑨

沸



－ 6 － 

国 語

問
五

【

Ｘ

】
・
【

Ｙ

】
に
最
適
な
表
現
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

【

Ｘ

】

①

辞
書
を
傍
ら
に
置
き

②

心
身
を
清
浄
に
保
ち

③

筆
記
体
を
持
た
ず

④

書
画
の
歴
史
に
親
し
み

⑤

書
き
順
に
こ
だ
わ
り

【

Ｙ

】

①

質
実
剛
健
を
旨
と
し
て
己
を
鍛
錬
す
る
営
み

②

沈
思
黙
考
を
要
求
す
る
手
間
の
か
か
る
作
業

③

浅
学
菲ひ

才さ
い

を
自
覚
し
て
反
省
を
積
み
重
ね
る
行
為

④

博
覧
強
記
に
な
る
べ
く
行
う
壮
大
な
課
業

⑤

晴
耕
雨
読
に
よ
っ
て
地
道
に
取
り
組
む
仕
事

問
六

傍
線
部
Ｂ
「
手
書
き
の
効
用
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
効
用
」
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

①

貨
幣
を
払
え
ば
誰
で
も
同
じ
も
の
を
作
成
で
き
、
簡
単
に
贈
与
の
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

②

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と
で
、
ま
と
め
な
が
ら
形
式
も
整
え
ら
れ
る
こ
と
。

③

手
書
き
を
す
る
こ
と
で
、
記
憶
が
定
着
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
記
憶
力
も
増
進
さ
れ
る
こ
と
。

④

手
書
き
を
す
る
こ
と
で
、
点
だ
っ
た
思
考
が
線
で
つ
な
が
っ
て
新
た
な
思
考
を
生
み
出
せ
る
こ
と
。

⑤

紙
の
ノ
ー
ト
の
白
い
空
間
を
見
る
こ
と
で
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す
契
機
に
な
る
こ
と
。



－ 7 － 

国 語

問
七

傍
線
部
Ｃ
「
手
書
き
の
手
紙
の
交
換
」
の
実
践
の
目
的
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

自
身
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
の
関
係
を
維
持
し
、
強
化
す
る
た
め
。

②

そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
を
交
換
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
人
格
の
す
べ
て
を
把
握
す
る
た
め
。

③

人
と
物
は
「
以
前
」
か
ら
線
分
で
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
。

④

複
数
の
他
者
を
巻
き
込
ん
で
あ
ざ
や
か
な
「
時
間
の
地
層
」
を
形
成
す
る
た
め
。

⑤

イ
ン
ゴ
ル
ド
が
見
逃
し
て
い
る
「
純
粋
歴
史
性
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
。

問
八

次
の
文
章
は
あ
る
段
落
の
記
述
に
対
す
る
筆
者
の
注
記
で
あ
る
が
、
ど
の
段
落
の
記
述
に
対
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
あ
と
の
①
～
⑤

か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
フ
リ
ッ
ク
入
力
（
文
字
を
入
力
す
る
際
、
キ
ー
に
タ
ッ
チ
す
る
と
周
囲
に
花
び
ら
状
に
そ
の
行
の
文
字
が
出
て
く
る
の
で
、
打
ち

た
い
文
字
の
方
向
に
指
を
払
っ
て
文
字
を
入
力
す
る
方
法
）
に
よ
り
、
文
字
は
「
打
つ
」
か
ら
上
下
左
右
に
指
を
滑
ら
す
方
式
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
言

葉
の
変
換
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し
い
候
補
を
触
れ
ば
よ
い
。
私
は
自
分
が
書
こ
う
と
思
っ
て
い
る
言
葉
を
全
部
書
く
必
要
が
な
い
の
だ
。
さ
ら
に
候
補
と

な
っ
て
い
る
漢
字
が
見
覚
え
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
正
し
い
候
補
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
か
く
し
て
私
が
練
習
帳
と
い
う
漢
字
三
文
字
の
一
文
字
も
入
力

す
る
こ
と
が
な
く
て
も
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
練
習
帳
と
い
う
文
字
は
現
れ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
な
る
思
考
の
短
縮
化
で
あ
ろ
う
。

①

第

 7 

段
落

②

第

 8 

段
落

③

第

 9 

段
落

④

第

 10 

段
落

⑤

第

 11 

段
落

問
九

こ
の
文
章
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

手
書
き
と
キ
ー
入
力
を
効
率
よ
く
使
い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
相
手
へ
の
思
い
や
配
慮
を
込
め
て
長
い
文
章
を
推
敲
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。

②

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
で
不
連
続
的
に
打
つ
こ
と
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
文
字
を
覚
え
た
こ
と
に
通
じ
る
感
覚
が
あ
る
と
推
察
で
き
る
。 

③

キ
ー
入
力
で
漢
字―

ひ
ら
が
な―

ロ
ー
マ
字
と
い
う
変
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
日
本
語
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
る
諸
言
語
よ
り
難
解
で
あ
る
。

④

キ
ー
入
力
で
の
ミ
ス
タ
ッ
チ
で
頻
繁
に
ス
ペ
ル
を
間
違
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
思
考
が
妨
げ
ら
れ
た
り
詩
的
な
感
受
性
が
抑
圧
さ
れ
た
り
す
る
。

⑤

日
本
の
女
子
学
生
た
ち
は
ケ
ロ
ッ
グ
の
箱
を
切
り
開
か
な
い
か
ら
こ
そ
イ
ン
ゴ
ル
ド
が
見
逃
し
て
い
る
手
書
き
の
効
用
の
本
質
を
容
易
に
見
抜
い
て
い
る
。



－ 8 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 9 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 10 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 11 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。



－ 12 － 

この問題は、著作権の都合により掲載できません。
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国 語

問
一

傍
線
部
ａ
～
ｄ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
次
の
各
群
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

ａ

ド
ウ
ニ
ュ
ウ

①

熱
の
デ
ン
ド
ウ
タ
イ

②

す
ぐ
れ
た
ド
ウ
サ
ツ

③

有
名
な
ド
ウ
ワ

④

ド
ウ
ギ
に
反
す
る

⑤

セ
イ
ド
ウ
キ
の
発
掘

ｂ

シ
ン
コ
ク

①

夏
の
コ
ク
シ
ョ

②

コ
ク
ル
イ
の
輸
入

③

苦
手
を
コ
ク
フ
ク
す
る

④

コ
ク
ベ
ツ
シ
キ
に
出
る

⑤

テ
イ
コ
ク
の
発
車

ｃ

キ
ド
ウ

①

キ
ガ
を
経
験
す
る

②

キ
ベ
ン
を
弄
す
る

③

キ
チ
ク
と
非
難
す
る

④

ジ
ョ
ウ
キ
を
逸
す
る

⑤

投
票
を
キ
ケ
ン
す
る

ｄ

カ
ン
ゲ
ン

①

カ
ン
マ
ン
な
動
作

②

カ
ン
キ
ョ
ウ
の
整
備

③

優
勝
旗
の
ヘ
ン
カ
ン

④

真
贋
の
カ
ン
テ
イ

⑤

証
人
カ
ン
モ
ン

問
二

【

ア

】
～
【

ウ

】
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

【

ア

】

①

も
し
く
は

②

と
り
わ
け

③

し
か
し

④

く
わ
え
て

⑤

し
た
が
っ
て

【

イ

】

①

も
ち
ろ
ん

②

い
わ
ば

③

と
こ
ろ
で

④

そ
れ
で
も

⑤

さ
ら
に

【

ウ

】

①

ち
な
み
に

②

あ
る
い
は

③

な
ぜ
な
ら

④

と
こ
ろ
が

⑤

逆
に

問
三

傍
線
部
Ａ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
進
む
新
し
い
方
向
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
認
識
す
る
〝
私
自
身
〟
の
存
在
だ
け
は
決
し
て
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
知
識
を
周
知
す
る
こ
と
。

②

『
方
法
序
説
』
『
屈
折
光
学
』
『
気
象
学
』
『
幾
何
学
』
の
刊
行
を
も
っ
て
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
の
出
発
を
宣
言
す
る
こ
と
。

③

作
図
を
試
み
、
代
数
演
算
に
よ
っ
て
個
々
の
図
形
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
性
質
を
解
明
す
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
こ
と
。

④

ギ
リ
シ
ア
で
展
開
さ
れ
た
幾
何
学
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
と
な
お
残
さ
れ
て
い
た
未
解
決
の
問
題
を
黙
認
す
る
こ
と
。

⑤

実
験
や
観
測
を
通
し
て
自
然
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
人
間
が
主
体
的
に
解
析
し
て
法
則
性
を
見
つ
け
よ
う
と
努
め
る
こ
と
。

問
四

Ⅰ

～

Ⅳ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑨
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
一
番
号
の
反
復
使
用
不
可
）
。 

①

概
念

②

仮
説

③

感
情

④

宇
宙

⑤

結
論

⑥

意
識

⑦

理
性

⑧

立
証

⑨

根
本



－ 14 － 

国 語

問
五

次
の
文
は
、
本
文
中
の
ど
こ
に
入
る
か
。
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

そ
し
て
こ
こ
で
は
、
方
法
が
、
幾
何
学
の
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
と
考
え
た
の
で
す
。

①

ⅰ

②

ⅱ

③

ⅲ

④

ⅳ

⑤

ⅴ

問
六

傍
線
部
Ｂ
「
こ
の
道
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

自
然
の
対
象
化

②

イ
デ
ア
論
的
な
立
場

③

数
学
の
発
展

④

演
繹
的
な
思
索

⑤

ギ
リ
シ
ア
へ
の
回
帰

問
七

傍
線
部
Ｃ
・
Ｅ
の
本
文
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ｃ

不
世
出
の

①

早
世
し
た

②

極
め
て
多
才
な

③

実
務
も
知
る

④

卓
越
し
た

⑤

先
駆
的
な

Ｅ

一
様
に

①

超
越
的
に

②

常
に
同
じ
調
子
で

③

形
式
的
に

④

全
人
的
に

⑤

部
分
的
に

問
八

傍
線
部
Ｄ
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
時
間
に
つ
い
て
の
記
述
」
に
合
う
内
容
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

絶
対
的
な
時
間
は
数
学
的
な
解
析
を
得
て
は
じ
め
て
操
作
で
き
る
。

②

一
時
間
、
一
日
、
一
年
と
い
う
測
度
の
時
間
に
何
の
実
用
性
も
な
い
。

③

日
常
的
な
時
間
は
本
質
と
し
て
不
均
等
で
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
す
る
。

④

天
文
学
者
は
最
も
正
確
に
物
体
が
運
動
す
る
時
間
を
測
定
し
て
い
る
。

⑤

絶
対
的
な
時
間
は
実
験
や
観
測
で
は
定
義
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

問
九

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

時
間
そ
の
も
の
を
否
定
し
た

②

二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た

③

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
説
を
選
ん
だ

④

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
説
を
選
ん
だ

⑤

第
三
の
立
場
を
選
ん
だ
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